
成人の単焦点眼内レンズ（ＩＯＬ）挿入眼の眼鏡度数決定方法例

超音波水晶体乳化吸引術の場合
（ＰＥＡ）

嚢外水晶体摘出術の場合
（ＥＣＣＥ）

病院によって若干の違いあり。
あくまでも目安。術後早期に処方が
必要な場合は、眼鏡の再作成の可
能性を説明すること。

急速な水晶体嚢収縮

が生じることが原因。

切開によって生じる乱視→倒乱視化

術前合併症の存在→近視化する場合あり

術後抜糸する場合→球面・乱視度数の変動

約 1 ヶ月後 約 3 ヶ月後

角膜曲率が変化
する為。

有水晶体眼の処方と同様に行なう

2Ｄ以上の不同視や乱視度数、乱視軸の左右差が大きい場合

有水晶体眼では不可能でも両眼 IOL なら割と OK。
これは偽調節（0.5D程度でメカニズムは判っていない）
と呼ばれる焦点深度が深い状態があり、不同視になっ
ても比較的装用できる。
ただし片眼 IOL なら少し難しくなるとのこと。

YES ＮＯ
装用練習で、装用が可能か？

眼鏡処方する

YES ＮＯ

優位眼又は視力の良い方を基準に、

球面・乱視度数・乱視軸を調整する

コンタクトレンズ処方を考慮する

装用練習で、装用が可能か？

希望距離に応じた眼内レンズを選択する
元々の屈折異常値に近いレンズを

選択した方が順応し易いと言われて
はいる。


